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● 今月の主な内容

まちのデータ（2010.12.1 現在）
人　口　　81,621（− 　 9）
　男　　　40,545（− 　 9）
　女　　　41,076（± 　 0）
世帯数　　32,669（＋ 　 6）

　（　）内は前月との比較

表紙写真：12月12日に市民球場で行われた少年
野球教室。埼玉西武ライオンズの選手のみなさ
んが、市内の中学校野球部に直接指導を行いま
した。野上亮麿投手のピッチングを間近に見
て、部員たちは、何か学べるものはないかと真
剣に見つめていました。

プロ野球選手のプレーに感動！

● 年頭のごあいさつ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２
● 『本庄地域定住自立圏共生ビジョン』を策定‥‥３
● 市有地を売却します‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５
● 税の申告その前に‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６

あけましておめでとうござ
います。みなさんは、年の
初めに何か目標を立てまし
たか？ぼくの目標は、もち
ろん『本庄市のみんなを笑
顔にする！！』です。にこに
こ笑顔でがんばります！
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
23
年
の
新
春

を
ご
健
勝
に
て
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
市
政
に
対
す
る
深
い
ご
理

解
と
温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
長
引
く
不
況
に
よ
る

雇
用
情
勢
の
悪
化
や
、
揺
れ
る
国

際
情
勢
な
ど
不
安
の
多
い
年
で
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
中
で
も

本
市
で
は
、
明
る
い
話
題
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
末
、
あ
る
新
聞
社
が
企
画

し
た
「
首
長
が
選
ぶ
わ
が
街
の
５

大
ニ
ュ
ー
ス
」
に
お
い
て
、
私
は

次
の
ニ
ュ
ー
ス
を
選
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
５
位
は
「
本

庄
拠
点
地
域
映
画『
Ｊ

ジ
ャ
ズ
Ａ
Ｚ
Ｚ 
爺じ

〜

Ｍ
メ
ンＥ
Ｎ
』の
製
作
ス
タ
ー
ト
」
、４

位
は
「
日
本
神
社
の
必
勝
ダ
ル
マ

を
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
へ
贈
呈
し

た
こ
と
が
全
国
に
報
道
さ
れ
る
」、

３
位
は
「
本
庄
第
一
高
校
野
球
部

２
度
目
の
甲
子
園
出
場
」
、２
位
は

「
本
庄
市
マ
ス
コ
ッ
ト
『
は
に
ぽ

ん
』
誕
生
」、そ
し
て
１
位
は
「
本

庄
早
稲
田
の
杜も

り

ま
ち
び
ら
き
」
と

な
り
ま
し
た
。
皆
様
、
ま
た
、
ご

家
族
の
５
大
ニ
ュ
ー
ス
は
何
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

　

本
市
で
は
、
他
に
も
た
く
さ
ん

の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
例
え
ば
、
県
内
で
も
先
駆
的

な
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し

た
「
い
ず
み
保
育
所
」
の
開
設
、

企
業
誘
致
の
結
果
と
し
て
赤
城
乳

業
㈱
の
「
本
庄
千
本
さ
く
ら
５
Ｓ

工
場
」
が
完
成
し
操
業
開
始
、
洪

水
と
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
完

成
、
本
庄
地
域
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
の
締
結
、
秋
平
小
学
校
校
庭

の
芝
生
化
、
児
玉
中
学
校
の
新
校

舎
完
成
、
新
た
に
４
件
の
文
化
財

の
指
定
、そ
し
て
市
民
に
よ
る「
武

州
本
庄
つ
み
っ
こ
研
究
会
」
が
立

ち
上
が
っ
た
こ
と
、
合
併
５
周
年

記
念
事
業
「
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
公

開
録
画
」
な
ど
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
い
か
に
し
て
景
気
を
回
復

し
、
財
政
状
況
を
改
善
し
、
明
日

を
担
う
人
材
を
育
て
、
増
大
す
る

社
会
保
障
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
か
、
国
、
地
方
を
問
わ
ず
、
持

続
可
能
な
新
し
い
時
代
を
創
る
た

め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

厳
し
い
内
外
情
勢
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
本
庄
市
は
未
来
に
向

け
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
た
ま
ち

で
あ
り
、時
代
を
創
る
た
め
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
で
き
る
ま
ち
で
す
。

　

５
大
ニ
ュ
ー
ス
で
１
位
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
「
本
庄
早
稲
田
の

杜
ま
ち
び
ら
き
」
で
は
、
内
外
に

向
け
力
強
く
本
庄
市
の
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
出
発
を
宣
言
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
２
位

の
「
本
庄
市
マ
ス
コ
ッ
ト
『
は
に

ぽ
ん
』
誕
生
」
は
、
本
市
か
ら
出

土
し
た
全
国
的
に
も
非
常
に
珍
し

い
大
耳
の「
笑
う
盾
持
人
物
埴
輪
」

が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
と
お

り
、
愛
ら
し
い
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。
市
民
の
皆

様
に
笑
顔
と
幸
せ
を
運
び
、
本
市

の
全
国
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
る
も
の

で
す
。

　

私
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
我

が
ま
ち
本
庄
に
魅
力
と
誇
り
を
持

ち
、
活
力
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
る
元

気
な
本
庄
市
と
な
っ
て
い
く
こ
と

を
確
信
し
て
い
ま
す
。「
あ
な
た

が
活い

か
す
、
み
ん
な
で
育
む
、
安

全
と
安
心
の
ま
ち
本
庄
〜
世
の
た

め
、
後の

ち

の
た
め
〜
」
と
い
う
本
市

の
将
来
像
を
目
指
し
、
今
年
も
昨

年
に
増
し
て
皆
様
に
本
市
の
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
報
告
で
き
る
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
魂
を
込
め
て
、

市
行
政
も
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
市
民
の
皆
様
の
、
よ
り

一
層
の
お
力
を
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本 庄 市 長



　ひとりで悩まないで、あなたの
気持ちを話してみませんか。自分
の持っている力を信じて、問題解
決への第一歩を踏み出してみませ
んか。秘密は厳守しますので、安
心してご相談ください。
★配偶者暴力相談支援センター
　(人権推進課内)☎�１１７８

3 平成23年１月１日号

　

市
で
は
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
＝
Ｄ
Ｖ
）

の
な
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、『
本

庄
市
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
防
止
及
び
被

害
者
支
援
基
本
計
画
（
本
庄
市
Ｄ
Ｖ
防
止

基
本
計
画
）』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度
ま

で
の
３
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
、
「
Ｄ

Ｖ
防
止
対
策
の
整
備
」
「
相
談
体
制
の
充

実
」
「
自
立
支
援
対
策
の
充
実
」
の
３
つ

の
目
標
を
掲
げ
、
Ｄ
Ｖ
対
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

※
計
画
は
、
人
権
推
進
課
、
図
書
館
（
本

館
・
児
玉
分
館
）
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
後
日
、
概
要
版

を
全
戸
配
布
し
ま
す
。

★
人
権
推
進
課
☎
�
１
１
５
９

※
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
企
画
課
、
図
書
館

（
本
館
・
児
玉
分
館
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

１市３町で連携し、地域の活性化を目指して―

『本庄地域定住自立圏共生ビジョン』を策定

　市では、昨年７月に美里町、神川町、上里町の３町と圏域全体の発展を目指すため『本庄地域定
住自立圏形成協定』を締結しました。その後、１市３町や関係機関との協議を重ね、協定項目に関
連する民間や地域の関係者による「共生ビジョン懇談会」の検討を経て、このたび『本庄地域定住
自立圏共生ビジョン』を策定しました。
　共生ビジョンは、協定に基づいて市町で連携して推進する具体的な取組などを記載するもので、
５年間を計画期間とし、毎年見直しを行います。ここでは、その概要を紹介します。

●
救
急
医
療
体
制
の
充
実

◦
休
日
急
患
診
療
所
運
営
支
援

◦
小
児
２
次
救
急
診
療
業
務
支
援 

ほ
か

●
障
害
者
福
祉
の
充
実

◦
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

◦
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業 

ほ
か

●
農
業
振
興

◦
担
い
手
育
成
支
援
事
業

◦
就
農
等
情
報
の
相
互
提
供
事
業

●
観
光
振
興

◦
観
光
情
報
共
有
化
事
業

◦
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
事
業 

ほ
か

●
消
費
生
活
相
談
体
制
の
充
実

◦
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
互
利
用
事
業

◦
消
費
者
被
害
防
止
啓
発
事
業

●
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

◦
生
活
バ
ス
路
線
運
行
支
援
事
業

◦
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
調
査

　

事
業 

ほ
か

●
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

◦
生
活
幹
線
道
路
等
の
整
備
事
業

◦(

仮
称
）
寄
居
Ｐ
Ａ
美
里
・
深
谷
ス

　

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
事
業

◦(

仮
称
）
上
里
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

　

整
備
事
業 

ほ
か

●
地
産
地
消
の
推
進

◦
地
産
地
消
推
進
事
業

◦
環
境
保
全
型
農
業
推
進
事
業

●
人
材
の
育
成
等

◦
早
稲
田
大
学
と
の
連
携
事
業

◦
共
通
課
題
に
即
し
た
職
員
研
修 

ほ
か

結
び
つ
き
や

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
能
力
の
強
化

「
本
庄
市
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
防
止

及
び
被
害
者
支
援
基
本
計
画
」
を
策
定

生
活
機
能
の
強
化

Ｄ
Ｖ
、
許
し
ま
せ
ん

～ＤＶでお悩みの人へ～
ＤＶ相談窓口を開設しました
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平
成
21
年
度
に
完
成
し
た
市
発

注
の
建
設
工
事
に
お
い
て
、
特
に

優
秀
な
成
績
で
完
成
し
、
他
の
模

範
と
認
め
ら
れ
る
請
負
事
業
者
と

そ
の
技
術
者
に
対
し
、
工
事
の
種

類
を
３
部
門
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

【
受
賞
者
】

●
土
木
工
事
部
門　

請
負
事
業
者　

内
藤
建
設
工
業
株

　

式
会
社　

技
術
者　

真
下　

幸　

氏

工
事
名　

公
共
下
水
道
雨
水
枝
線

　

築
造
工
事
（
小
島
南
中
部
第
三

　

排
水
区
）

●
建
築
工
事
部
門

請
負
事
業
者　

三
ツ
和
総
合
建
設

　

業
協
同
組
合
熊
谷
営
業
所

技
術
者　

冨
澤　

和
男　

氏

工
事
名　

本
庄
市
立
児
玉
中
学
校

　

校
舎
改
築
建
築
工
事
（
Ⅰ
期
工

　

事
）

●
そ
の
他
工
事
部
門

請
負
事
業
者　

マ
ル
キ
工
業
株
式

　

会
社

技
術
者　

坂
本　

純
一　

氏

工
事
名　

上
水
道
配
水
管
布
設
21
―

　

８
号
工
事
（
新
都
心
地
内
）

★
財
政
課
☎
�
１
１
６
５

　

10
月
21
日
に
逝
去
さ
れ
た
元
児

玉
町
議
会
議
員
の
関
根
太
一
氏
に

旭
日
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

11
月
14
日
、
埼
玉
県
は
知
事
表

彰
と
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
の
受
賞
者
を

発
表
し
ま
し
た
。
本
市
か
ら
は
７

人
の
み
な
さ
ん
と
２
団
体
が
受
賞

し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　自治会連合会顧問で本庄市廃棄物
減量等推進審議会前会長である今井
髙　氏に、生活と環境全国大会長か
ら感謝状が贈呈されました。
　また、長年にわたり環境衛生推進
委員として活躍している３人のみな
さんに表彰状が授与されました。お
めでとうございます。

生活と環境
全国大会感謝状

今井 髙　 氏
[生活環境改善
功労]　　　

（銀座２丁目）

埼玉県知事表彰
武井 好男 氏

[公衆衛生事業
功労]　　　

（銀座１丁目）

旭日単光章
故 関根 太一 氏
（児玉町蛭川）

シラコバト賞
戸谷 節子 氏

[心のふれあい
  を深める活動]
（栄３丁目）

シラコバト賞
若草会　北堀グループ

[住みよいふるさとをつくる活動]

シラコバト賞
飯倉ソフトクラブ

[心のふれあいを深める活動]

知事表彰
鈴木 房吉 氏
[産業功労]
（今井）

シラコバト賞
小暮 豊 氏

[住みよいふるさ                           
　とをつくる活動]

（南２丁目）

知事表彰
西巻 一夫 氏
[消防功労]

（小島南１丁目）

シラコバト賞
矢口 正人 氏

[健やかな心身を
育てる活動]　

（銀座３丁目）

知事表彰
鬼澤 親仁男 氏
[地方自治功労]

（千代田４丁目）

知事表彰
木村 悦子 氏

[保健衛生功労]
（下野堂１丁目）

全国地区衛生組織
連合会会長表彰

福島 保房 氏
[地区衛生組織
活動功労]　

（中央１丁目）

環境大臣表彰
根岸 文夫 氏

[循環型社会形
成推進功労]

（千代田３丁目）

故
関
根
太
一
氏
に         

            

旭
日
単
光
章 平成22年度本庄市優秀請負業者及び優秀技術者表彰式（11月25日）

知
事
表
彰
・

　
　
シ
ラ
コ
バ
ト
賞

平
成
22
年
度
優
秀
工
事
表
彰

環境衛生の向上に貢献



　市では、次の物件について市有地売り払いの一般
競争入札を実施します。
売却する土地

入札参加申込
　１月19日㈬から21日㈮までに財政課へ
  （入札前までに、入札保証金の支払いが必要となります。）

入札・開札日時

※入札参加要領や申込書等は財政課（市役所３階）
で配布しています。
※入札に参加するには、事前の申し込みが必要です。
入札参加要領を必ずお読みください。
★財政課☎�１１６５

本庄早稲田駅周辺土地区画整理事業地内（仮換地）
物件
番号 街区 画地 地　積

（㎡） 用途地域等

① 47 ２ 339.79 近隣商業地域（本庄早稲田
駅周辺地区 地区計画内)

② 51 4.5 942.80 商業地域（本庄早稲田駅周
辺地区 地区計画内）

物件番号 入札及び開札日時 入札開始時刻

①
1月28日㈮

午後１時30分～

② 午後２時～

学校名 実施日 受付時間

本庄東小 ２月10日㈭ 午後１時50分～２時10分

本庄西小 ２月１日㈫ 午後０時40分～０時55分

藤田小 ２月４日㈮ 午後１時30分～１時50分

仁手小 ２月３日㈭ 午後１時45分～１時55分

旭小 ２月２日㈬ 午後１時30分～２時

北泉小 ２月４日㈮ 午後１時30分～１時40分

本庄南小 ２月２日㈬ 午後１時30分～１時50分

中央小 ２月２日㈬ 午後１時20分～１時45分

児玉小 ２月10日㈭ 午後０時40分～０時55分

金屋小 ２月18日㈮ 午後２時～２時15分

秋平小 ２月１日㈫ 午後１時30分～１時45分

本泉小 ２月４日㈮ 午後１時20分～１時30分

共和小 ２月17日㈭ 午後１時30分～１時50分

5 平成23年１月１日号

　

今
年
４
月
に
市
内
各
小
学
校
へ

入
学
す
る
児
童
（
平
成
16
年
４
月

２
日
〜
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
の
保
護
者
を
対
象
に
入
学
説

明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
児
童
の
い
る
ご
家

庭
に
は
「
入
学
通
知
書
」
を
１
月

中
旬
頃
に
郵
送
し
ま
す
。

※
入
学
説
明
会
に
は
保
護
者
の
み

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

用
意　

上
履
き
、
履
物
を
入
れ
る

　

袋
、
筆
記
用
具

※
通
知
が
届
か
な
い
場
合
や
詳
細

に
つ
い
て
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

★
学
校
教
育
課
☎
�
１
１
４
９

　ご家族で楽しめる1.4㎞ジョギングコースから本格的
な12㎞まで、レベルや年齢に合わせてご参加いただけ
ます。また、箱根駅伝に出場する早稲田大学競走部と
上武大学駅伝部の選手がゲストランナーとして参加予
定です。
日　時　３月27日㈰　受付　午前８時～９時
　　　　スタート　午前９時45分～
会　場　シルクドーム
コース　12㎞・８㎞・６㎞
　　　 （会場～本庄早稲田の杜往復・12㎞は２周）
　　　　1.4㎞ジョギングコース
　　　 （本庄総合公園多目的グラウンド１周）
参加費　一般　　 ２，５００円
　　　　高校生　 １，５００円
　　　　中学生　　　 ５００円
　　　　1.4㎞の部　　  　無料
申　込　２月18日㈮までに所定の申込用紙で郵便振替
　又は直接大会事務局へ提出。また、下記のインター
　ネットサイトからも申込みができます。
・ランネット　http://runnet.jp/
・スポーツエントリー　http://www.sportsentry.ne.jp/ 
・ＪＴＢスポーツステーション　https://jtbsports.jp/
※申込用紙は、市役所、総合支所、シルクドーム、エ
コーピア、市民体育館及び各公民館にあります。
申込先　〒３６７−００３１　本庄市北堀４３３
　本庄市教育委員会体育課内クロスカントリー事務局
★クロスカントリー大会事務局（体育課内）☎�１１５２・
　蕭�１６３６

◆新入学児童入学説明会日程◆

市有地を売却します 森林浴クロスカントリー大会
第15回本庄早稲田の杜

もり

新
入
学
児
童
入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

ゴール

当日は、
ぼくも会場
にいるよ
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収
入
や
所
得
が
な
く
て
も
申

　
　

告
は
必
要
で
す
か
？

　
　

収
入
や
所
得
が
な
く
て
も
、

　
　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
、
市
民
税
・
県
民
税
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
16
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加

　

入
者
と
そ
の
世
帯
主

②
介
護
保
険
加
入
者

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

④
市
営
・
県
営
住
宅
入
居
者

⑤
所
得
・
課
税
証
明
書
が
必
要
な

　

人
⑥
年
末
調
整
、
確
定
申
告
等
で
、

　

市
内
に
住
む
親
族
の
扶
養
に
な
っ

　

て
い
な
い
人

　
　

申
告
で
は
、
ど
の
よ
う
な
書

　
　

類
が
必
要
で
す
か
？

　
　

次
の
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ

　
　

い
。

①
印
鑑

②
源
泉
徴
収
票
等
の
収
入
の
証
明

　

と
な
る
も
の
（
事
業
所
得
者
は

　

収
支
内
訳
書
等
、
利
子
や
配
当

　

が
あ
る
人
は
支
払
調
書
）

③
雑
損
、
医
療
費
、
社
会
保
険
料
、

　

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
等

　

の
控
除
を
受
け
る
人
は
、
領
収

　

書
又
は
証
明
書
等

※
国
民
年
金
保
険
料
を
控
除
に
と

る
人
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
て
い
る「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

④
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、

　

障
害
者
手
帳
な
ど

　
　

確
定
申
告
を
し
て
、
所
得
税

　
　

が
非
課
税
と
な
り
ま
し
た
が
、

市
民
税
・
県
民
税
は
課
税
さ
れ
ま

し
た
。
な
ぜ
で
す
か
？

　
　

所
得
税
と
市
民
税
・
県
民
税

　
　

で
は
、
控
除
の
金
額
や
課
税

の
計
算
方
法
が
異
な
る
た
め
、
同

じ
所
得
金
額
で
も
、
所
得
税
は
非

課
税
で
、
市
民
税
・
県
民
税
は
課

税
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
確
定
申
告
を
す
る
際
に

は
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保

険
料
控
除
、
障
害
者
控
除
、
寡
婦

（
夫
）
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
を

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

営
業
収
入
等
の
収
支
内
訳
書

　
　

は
市
で
作
成
し
て
も
ら
え
ま

す
か
？

　
　

作
成
は
し
ま
せ
ん
。
営
業
収

　
　

入
、
農
業
収
入
、
不
動
産
収

入
等
の
あ
る
人
は
、
申
告
の
前
に

収
支
内
訳
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。
収
支
内
訳
書
が
作
成
さ
れ
て

い
な
い
と
、
申
告
を
受
け
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
　

医
療
費
控
除
を
受
け
た
い
の

　
　

で
す
が
必
要
な
書
類
は
何
で

す
か
？
市
で
作
成
し
て
も
ら
え
ま

す
か
？

　
　

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

　
　

と
「
医
療
費
の
明
細
書
」（
※

１)

が
必
要
で
す
。
事
前
に
診
療
を

受
け
た
人
ご
と
・
医
療
機
関
ご
と

の
計
算
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

収
支
内
訳
書
と
同
様
に
、
市
で
は

計
算
や
明
細
書
の
作
成
は
行
い
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
健
康
保
険
、
生
命
保
険

の
制
度
等
か
ら
の
補
て
ん
金
分
は
、

医
療
費
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
で
申
告
し
た
場
合
、

医
療
費
の
領
収
書
は
お
返
し
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
１　
「
医
療
費
の
明
細
書
」
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
又
は
、
課
税
課
市
民

税
係
・
市
民
福
祉
課
税
務
係
の
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
今
年
度
か
ら
「
医
療
費
の
明
細

書
」
に
つ
い
て
、
広
報
１
月
号
と

の
同
時
配
布
を
行
わ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

市
で
は
、
２
月
16
日
㈬
か
ら
３
月
15
日
㈫
ま
で
『
平
成
23
年
度
市
民

税
・
県
民
税
申
告
』
と
『
平
成
22
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
（
還
付
申
告

な
ど
の
簡
易
な
申
告
の
み
）』
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
準
備

が
必
要
な
書
類
や
お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
こ
と
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す

の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
相
談
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
次
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
は
、
１
月
４
日
㈫
か

ら
本
庄
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
２
月
16
日
㈬
以
降
は
申

告
会
場
が
非
常
に
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
還
付
申
告
を
す
る
人
は
早
め
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
課
税
課
☎
�
１
１
２
３

本庄税務署　申告相談会場
　　　　　本庄市駅南2-25-16　　☎�２１１１（自動音声案内）

開設期間　１月31日㈪～３月31日㈭（土・日・祝日は除く)

受付時間　午前９時～午後４時

・所得税の確定申告期限は３月15日㈫です。

・個人事業者の消費税及び地方消費税の確定申告期限は３月31日㈭です。

Q

Q

Q

Q

Q

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

税務署の申告相談会場はこちらです

Ｑ
＆
Ａ
で
事
前
チ
ェ
ッ
ク
を
！

税
の
申
告
そ
の
前
に

本庄税務署
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　　説明を聞きながら確定申告書を作成し、その会場で提出していただくことができます。
【日時と会場】

開催日時（説明開始） 開催会場 説明会の対象となる人

２月１日㈫　午前10時～ 　　本庄市中央公民館 給与所得者の医療費控除

２月１日㈫　午後２時～ 　　本庄市中央公民館 年金所得者

２月２日㈬　午前10時～ 　　上里町役場４階 給与所得者の医療費控除

２月２日㈬　午後２時～ 　　上里町役場４階 年金所得者

　＊各説明会とも、上記日時の30分前から受付を開始します。説明開始後の入場はご遠慮ください。
　＊説明時間は約２時間を予定しています。

【説明会の対象となる人】
　《医療費控除》　給与所得者で年末調整が済んでおり、その給与以外に所得がない人で、「医療費控除」を受
　　　　　　　　ける人を対象とします。(説明に従って計算・記入していただきます｡)
　《年金所得者》　公的年金の受給者で年金・給与以外の所得のない人のうち、申告書の作成ができない人を対
　　　　　　　　象とします。(説明に従って計算・記入していただきます｡）

【当日持参するもの】
　《共　　　通》◦印鑑、電卓等の計算機、筆記用具、のり
　　　　　　　　◦還付金の振込口座の分かるもの(メモ等）[注：申告者本人名義の口座に限ります｡］
　《医療費控除》◦平成22年分給与所得の源泉徴収票(原本）[源泉徴収税額がないと還付金が発生しません｡］
　　　　　　　　◦医療費の領収書（※１）
　　　　　　　　◦保険金などで補てんされた金額の分かるもの
　《年金所得者》◦平成22年分年金・給与の源泉徴収票(原本)[源泉徴収税額がないと還付金が発生しません｡］
　　　　　　　　◦税務署から１月下旬に確定申告書が送付されている人は、その申告書用紙
　　　　　　　　◦源泉徴収票に記載されたもの以外の社会保険料・生命保険料・地震保険料等の各種証明書
　　　　　　　　◦医療費控除を受ける人は医療費の領収書（※１）
　※１　医療費控除を受ける人は､｢医療費の明細書｣の提出が必要です｡｢医療費の明細書｣は本庄市ホームページ
　　　でダウンロードするか、本庄税務署個人課税部門・本庄市役所課税課市民税係・児玉総合支所市民福祉課
　　　税務係の窓口で配布していますので、事前に作成をお願いします。

平成22年分の還付申告（医療費控除・年金所得）説明会を開催

上里町役場４階　上里町大字七本木９８２ 本庄市中央公民館　本庄市北堀１４２２

還 付 申 告 説 明 会 会 場 案 内 図

この説明会は、本庄税務署・本庄市・美里町・神川町・上里町・税理士会本庄支部の共同開催です。
説明会のお問い合わせは、本庄税務署個人課税部門　☎�２１１１（自動音声案内）へお願いします。
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☎�1155・蕭�8499　※締め切りは１月14日㈮必着です。 8

▲加須市で行われたＢ級グルメ大会でも
完売。40団体中で６位と大健闘でした。

市民の手で「つみっこ」を全国にＰＲ

〜Ｂ級ご当地グルメでも健闘〜

　

Ｂ
級
グ
ル
メ
が
各
地
で
盛
り
上

が
り
を
見
せ
、
観
光
に
、
ま
ち
お

こ
し
に
と
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
大

会
や
催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
で
も
、「
つ
み
っ
こ
」
を
本
庄

の
名
物
に
…
と
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
Ｐ
Ｒ
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

明
治
期
に
繭
市
場
と
し
て
国
内

最
大
規
模
を
誇
っ
て
い
た
本
庄
市

内
に
は
養
蚕
農
家
も
多
く
、
家
庭

で
も
機
織
り
の
内
職
が
盛
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
本
庄
の
家
庭
で

は
仕
事
の
合
間
に
す
ぐ
に
作
れ
、

食
材
も
調
達
し
や
す
い
「
す
い
と

ん
」
が
広
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
す
い
と
ん
を
本
庄
で
は
「
つ

み
っ
こ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
養
蚕
の
仕
事
で
あ
る
桑
の

葉
を
摘
み
取
る
様
と
、
具
の
小
麦

粉
を
練
っ
て
手
で
摘
み
取
る
よ
う

に
ち
ぎ
っ
て
鍋
に
入
れ
る
動
作
が

似
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
の
13
店
で
、
そ
れ

ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
た
特
徴
の
あ

る
「
つ
み
っ
こ
」
が
味
わ
え
ま
す

が
、
今
年
の
８
月
に
、
商
売
の
一

部
と
し
て
で
は
な
く
、「
つ
み
っ

こ
」
を
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
い

う
熱
意
あ
ふ
れ
る
市
民
の
み
な
さ

ん
が
集
ま
り
「
武
州
本
庄
つ
み
っ

こ
研
究
会
」（
今
井
髙
喜
会
長
、

会
員
43
人
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
秋
田
さ
ん
は
、「
個
店

の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
市
外
で

行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
し
、
つ
み
っ
こ
や
本
庄

を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。　

　

そ
の
言
葉
ど
お
り
、
10
月
17
日

に
は「
行
田
市
Ｂ
級
グ
ル
メ
大
会
」、

10
月
24
日
に
は
「
本
庄
早
稲
田
の

杜も
り

ま
ち
び
ら
き
」、
11
月
13
日
に

は
、
ウ
ニ
ク
ス
上
里
で
の
「
Ｊ
Ａ

Ｚジ
ャ
ズＺ 

爺じ
〜 

Ｍ
メ
ンＥ
Ｎ
」
の
撮
影
現
場
、

11
月
21
日
に
は
、「
埼
玉
Ｂ
級
ご

当
地
グ
ル
メ
王
決
定
戦
in
加
須
」

と
各
地
で
活
躍
、
本
庄
の
「
つ
み
っ

こ
」
を
内
外
に
広
め
て
く
れ
ま
し

た
。
味
な
ど
に
つ
い
て
も
い
ろ
い

ろ
な
人
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
研

究
を
続
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

の
で
、
ま
す
ま
す
の
発
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

１月生まれのみんな

★２月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真
を募集中です。（応募いただいた写真は返却できません。）
応募多数の場合は抽選させていただきます。なお、今月は
応募多数のため抽選させていただきました。

「武州本庄つみっこ研究会」が発足

関
せ き ね

根 未
み く

来ちゃん(見福３丁目)

　< 平成 21 年生まれ >

吉
よ し だ

田 愛
あ い ら

來ちゃん(児玉町児玉)

　< 平成 22 年生まれ >

山
やまもと

本 拓
た く み

弥ちゃん ( 前原２丁目 )
< 平成 21 年生まれ >

五
い お べ

百部 隼
は や と

斗ちゃん ( 小島南３丁目 )
< 平成 22 年生まれ >

新
あ ら い

井 陽
はるひさ

久ちゃん（見福１丁目)

　< 平成 22 年生まれ >

小
こばやし

林 篤
あ つ き

季ちゃん（千代田１丁目)

　< 平成 19 年生まれ >

２歳おめでとう!
パパもママもお
兄ちゃんも拓が
大好きだよ！！

未来、２歳の誕
生 日 お め で と
う！これからも
元気よく育って
ね。

１歳のお誕生日
おめでとう♡お
兄ちゃんが大好
きな愛來。かわ
いい笑顔いっぱ
い見せてね♡

祝☆１歳 !! にい
に、ねえねと一
緒に元気にすく
すく大きくなろ
うね♡

お祭り大好きな
あっちゃん、４
歳おめでとう♡
これからも元気
いっぱいでいて
ね！

いつも元気いっ
ぱいな隼斗くん、
１歳のお誕生日
おめでとう☆大
好きなお姉ちゃ
んと仲良くね♡
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12
月
７
日
、秋
平
小
学
校
で「
行

政
相
談
出
前
教
室
」
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
総
務
省
関
東
管
区

行
政
評
価
局
の
職
員
や
行
政
相
談

委
員
か
ら
、
日
常
生
活
と
行
政
と

の
関
わ
り
、
行
政
相
談
制
度
な
ど

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

め
で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
た
小
和
瀬
に
お
住
ま
い
の
町
田

キ
ク
さ
ん
（
明
治
43
年
11
月
３
日

生
ま
れ
）
を
市
長
が
訪
問
し
、
お

祝
い
の
「
寿
状
」
を
手
渡
し
ま
し

た
。

身
近
な
行
政
へ
の

　
　
　
理
解
を
深
め
る

　市では、埼玉県電気工事工業組合と「災害時に
おける電気設備等の復旧に関する協定」を、また、
㈳埼玉県建設業協会児
玉支部と「災害応急工
事等に関する協定」を
それぞれ調印しました。
災害時の迅速かつ的確
な対応により、みなさ
んの生活の安定と確保
を図ります。

▲三国コカ・コーラボトリング㈱埼
　玉第二支社本庄支店から災害対策
　としてポータブル発電機３台を寄
　贈していただきました。

▲

赤城乳業㈱から緑化推進のため、
　緑の基金に100万円の寄附をい
　ただきました。

　町田 キク さん

青
少
年
健
全
育
成
標
語

　
　
　
　
　
　
最
優
秀
作
品

○
小
学
校
の
部

　

一
人
じ
ゃ
な
い

　
　
　

み
ん
な
が
君
の

　
　
　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
タ
ー

　

黒
澤 

大
輝
（
本
庄
東
小
６
年
）

○
中
学
校
の
部

　

や
め
よ
う
よ

　
　
　

悪
口
、
陰
口
、

　
　
　
　
　
　

無
視
、
い
じ
め

　

會
田 

透
（
本
庄
東
中
２
年
）

○
高
等
学
校
の
部

　

い
じ
め
っ
子

　
　

 

見
て
い
る
あ
な
た
も

　
　
　
　
　
　
　

い
じ
め
っ
子

　

市
川 

紗
希(

児
玉
白
楊
高
１
年)

青
少
年
の
主
張
発
表
者

　

大
島 

佑
介
（
本
庄
東
中
１
年
）

　

吉
田 

櫻
子
（
本
庄
東
中
２
年
）

　

椙
田 

秀
斗
（
本
庄
西
中
３
年
）

　

高
橋 

菜
月
（
本
庄
西
中
３
年
）

　

及
川 

隼
平
（
本
庄
南
中
２
年
）

　

國
藤 

勇
太
（
本
庄
南
中
３
年
）

　

根
岸 

杏
里
沙
（
児
玉
中
１
年
）

　

岡
田 

悠
汰
（
児
玉
中
２
年
）

青
少
年
・
青
少
年
育
成
者
等

　
　
　
　
　
　
功
労
表
彰
者

　

赤
沼 

博
美
、
宮
林 

和
彦
、
片

　

見 

治
義
、
西
澤 

良
男
、
鈴
木 

　

美
香
、
鈴
木 

陽
一
朗《

敬
称
略
》

お
詫
び
と
訂
正　
『
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
12
月
号
』
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
中
学
生
の
部
で
畠
山
の
ど
か

　
　
　
　
　
　
　

さ
ん
が
受
賞
し
た
の
は
、
優
良
賞
で
は
な
く
優
秀
賞
で
し
た
。
こ
こ
に
お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。

祝  

百
歳

善意ありがとう
　　　  ございます

「
本
庄
市
青
少
年
健
全
育
成
の
つ
ど
い
」
が
、
12
月
11
日
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
賞
者
や
青
少

年
の
主
張
発
表
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
庄
市
青
少
年

　
健
全
育
成
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

災害時の迅速な復旧を目指して
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「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
」
に
広
告

を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
財
源
の
確
保
等
を
目
的
に
、
有

料
広
告
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
月
３
２
、
０
０
０
部
発
行
の
広

報
ほ
ん
じ
ょ
う
に
広
告
を
掲
載
し

ま
せ
ん
か
。

広
告
媒
体　

広
報
ほ
ん
じ
ょ
う（
毎

　

月
１
日
発
行
）

募
集
期
間　

１
月
28
日
㈮
ま
で（
必

　

着
）

広
告
の
規
格
等

①
掲
載
位
置　
「
く
ら
し
の
情
報

　

す
て
ー
し
ょ
ん
」
の
ペ
ー
ジ
の

　

最
下
段

②
募
集
枠
数　

４
枠

③
枠
の
大
き
さ
（
１
枠
あ
た
り
）

　

お
お
む
ね
縦
52
㎜
×
横
86
㎜

④
刷
色　

単
色
（
黒
）

⑤
広
告
料
（
１
枠
あ
た
り
）

　

３
０
、
０
０
０
円
（
３
号
分
）

⑥
掲
載
期
間　

４
〜
６
月
号
（
３

　

号
分
）

※
４
月
号
か
ら
連
続
し
て
６
号
分
、

９
号
分
、
12
号
分
の
申
し
込
み
も

可
能
で
す
。

申
込　

次
の
書
類
を
郵
送
又
は
直

　

接
企
画
課
（
市
役
所
３
階
）
へ

　

提
出

①
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
企
画

　

課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も

　

の
）

②
広
告
の
原
稿

③
納
税
証
明
書
（
申
込
者
が
市
外

　

の
場
合
）

郵
送
先

　

〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　

本
庄
市
役
所
企
画
課

注
意
事
項

・
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
等
に

　

よ
り
掲
載
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、「
本
庄
市
有
料
広

告
事
業
取
扱
要
綱
」
及
び
「
広
報

ほ
ん
じ
ょ
う
広
告
掲
載
基
準
」（
企

画
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

「
中
学
生
ま
ち
づ
く
り
議
会
」

を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か 

  

市
で
は
、
将
来
を
担
う
市
内
の

中
学
生
が
議
員
と
な
っ
て
、
市
政

に
対
す
る
率
直
な
意
見
を
述
べ
る

「
第
５
回
中
学
生
ま
ち
づ
く
り
議

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時  

２
月
９
日
㈬　

午
後
２
時

　

20
分
〜

会
場  
本
庄
市
議
会
議
場

※
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
議
会
事

務
局
で
受
付
を
済
ま
せ
て
か
ら
入

場
し
て
く
だ
さ
い
。

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

埼
玉
県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催

日
時　

２
月
９
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

会
場　

埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル
（
Ｊ

　

Ｒ
浦
和
駅
西
口
徒
歩
約
６
分
）

講
師　

平
井　

邦
彦　

氏
（
長
岡

　

造
形
大
学
名
誉
教
授
）、
田
中

　

淳　

氏
（
東
京
大
学
大
学
院
情

　

報
学
環
総
合
防
災
情
報
研
究
セ

　

ン
タ
ー
長
）

※
そ
の
他
、
防
災
関
連
企
業
等
の

展
示
ブ
ー
ス
、
地
震
に
関
す
る
資

料
の
展
示
・
説
明
、
建
築
職
員
に

よ
る
耐
震
診
断
が
あ
り
ま
す
。

定
員　

１
、３
０
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料　

無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
埼
玉
県
消
防
防
災
課
☎
０
４
８
―

　

８
３
０
―
３
１
７
３

質問をする中学生議員
（昨年の様子）

お
知
ら
せ

温かなつながりのある社会を
　皆様の身近に、お正月を一人で過ごされた方はい
らっしゃいますか。今からでも、その方にお電話など
で「おめでとう」あるいは「お元気ですか」とお声をか
けられませんか。
　昨年、ＮＨＫの番組でも取り上げられた「無縁社
会」という言葉をご存じですか。全国的に世代を問わ
ず独居・単身世帯が増え、家族や社会との結びつきが
薄まるなか、そのような単身の方はますます孤立して
います。「無縁社会」とは、そんな時代を表す言葉で
す。
　単身の方の孤独死を防ぐための見守りや、老後を
守るための後見人制度、また、安心して暮らせる施設
の充実など、社会として取り組むべき課題はたくさん
あります。
　しかし、いくら制度やサービスを充実させても、人
と人とのつながりを実感できない社会は、結局大変寂

しいものになります。本来、人は決して「無縁」ではな
く、「有縁」の存在であり、つながりの中でこそ幸せを
実感できる生き物ではないでしょうか。
　「温かなつながりのある社会」をつくるのは、私た
ち一人ひとりの心がけであると思います。例えばご
無
ぶ さ た

沙汰している親兄弟、祖父母、親戚、ご近所、友人
知人の方に、みんながひと声かけていただくことも大
変大事だと思うのです。
　身近な間柄ではあるけれど、様々な理由からお互
い声をかけられなくなってしまったという方も多いで
しょう。ですが、自分からかけられないなら、誰かに頼
んでまごころを伝えることもあって良いのではないで
しょうか。
　まず皆様から、ぜひ、お一人で過ごしている方に心
を寄せていただきたいのです。
　みんなで社会を温かく、人と人とのつながりを実感
できる年にしようではありませんか。
　　　　　　　　　　　　

本庄市長
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会
場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

費
用　

４
、
０
０
０
円

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間  

１
月
31
日
㈪
〜
２
月

　

４
日
㈮　

午
前
９
時
〜
午
後
４

　

時
30
分

申
込
方
法　

申
込
書
に
証
明
写
真

　
（
縦
２・
５
㎝
×
横
２・
０
㎝
）
を

　

添
付
し
、
直
接
児
玉
郡
市
広
域

　

消
防
本
部
予
防
課
へ
提
出

※
申
込
書
は
、
児
玉
郡
市
広
域
消

防
本
部
及
び
各
消
防
署
で
配
布
す

る
ほ
か
、
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村

圏
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.kodam

akouiki.jp/

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

　

課
☎
�
４
６
５
４

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い

　

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、

幼
児
や
小
学
生
、
保
護
者
を
対
象

と
し
た
講
座
や
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
お
友
達
を
誘
っ
て
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
鬼
ご
っ
こ
な
ど

で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

（
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
）

日
時　

１
月
22
日
㈯　

午
後
２
時
〜

　
３
時

対
象　

小
学
生

用
意　

上
履
き
、
タ
オ
ル

費
用　

無
料

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込　

１
月
13
日
㈭
午
前
９
時
か

　

ら
電
話
又
は
直
接
日
の
出
児
童

　

セ
ン
タ
ー
へ

◎
あ
や
と
り
・
お
て
だ
ま
・
折
り

紙
教
室

　

季
節
に
あ
っ
た
小
物
を
折
り
紙

で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
て
だ

ま
や
あ
や
と
り
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。

（
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
）

日
時　

１
月
29
日
㈯　

午
後
２
時
〜

　

３
時

対
象　

幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

費
用　

無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

直
接
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◎
茶
道
教
室

　

１
月
の
茶
道
教
室
は
お
休
み
し

ま
す
。

★
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
０

　

４
２
０

「
本
庄
市
公
共
下
水
道
事
業

計
画
」
変
更
認
可
に
伴
う
事

業
計
画
書
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

利
根
川
右
岸
流
域
関
連
本
庄
公

共
下
水
道
事
業
及
び
児
玉
公
共
下

水
道
事
業
の
完
成
予
定
日
延
長
に

よ
る
変
更
認
可
に
伴
い
、
事
業
計

画
書
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

縦
覧
期
間　

１
月
12
日
㈬
〜
25
日

　

㈫
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所　

下
水
道
課
（
市
役
所

　

２
階
）

★
下
水
道
課
☎
�
１
１
４
７

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
（
新
規
講
習
）
を
開
催

　

学
校
、
病
院
、
工
場
、
事
業
所
、

店
舗
そ
の
他
多
数
の
人
が
出
入
り

し
、
勤
務
し
、
又
は
居
住
す
る
建

物
に
は
、
消
防
法
で
定
め
る
資
格

を
有
す
る
防
火
管
理
者
を
置
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
資
格
を

取
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
15
日
㈫
・
16
日
㈬

　

午
前
９
時
20
分
〜
午
後
４
時
50

　

分

日　程 内　容 講　師

１月26日㈬ 精神医療とのパー
トナーシップ

大野　元彦　氏（ポラ
ン心療内科院長）

２月９日㈬ 地域で生き生きと
暮らすために

三村　卓巳　氏（埼玉
県立精神保健福祉セン
ター副センター長）

２月16日㈬ ざっくばらん！
家族同士の懇談会

大野　秀雄　氏（障害
者生活支援センターみ
さと施設長）

　精神疾患のある人が地域で生き生きと暮らすために、医
療や福祉、社会資源を活用する方法を学びます。

時間　午後２時～４時
会場　市役所２階職員厚生室
対象　市内在住で精神疾患のある人とその家族又は関心の
　ある人（２月16日㈬は家族のみ）
定員　30人(多数の場合は抽選)
申込　１月20日㈭までに電話又は直接下記へ
★福祉課☎�１１２５、障害者生活支援センターみさと
　☎�３６４６

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎�３６９６
１月11日㈫・17日㈪・24日㈪・31日㈪・２月７日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎�８１２６
１月11日㈫・17日㈪・24日㈪・31日㈪・２月７日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
１月20日㈭～24日㈪、28日㈮～31日㈪

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合か

らの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付［納期限：１月3１日㈪］
・市県民税　　　４期　・国民健康保険税　　　　７期
・介護保険料　　７期　・後期高齢者医療保険料　７期

口座振替が便利です。ぜひご利用ください。
−市税夜間収納窓口のお知らせ−

日時　１月28日㈮　　　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課　☎�１１２０　
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎�１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

精神医療福祉講座を開催
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広
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ツ
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12

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
「
バ
レ

ン
タ
イ
ン
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

お
菓
子
作
り
」
教
室
を
開
催

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
、
手
作

り
の
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
12
日
㈯　

午
前
10
時

　

30
分
〜
正
午

対
象　

小
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
又
は

　

バ
ン
ダ
ナ
、
タ
オ
ル
、
持
ち
帰

　

り
容
器
、
上
履
き　

申
込　

１
月
13
日
㈭
午
前
９
時
か

　

ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
０

　

４
２
０

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
お
茶

会
」
を
開
催

　

温
か
い
抹
茶
と
お
菓
子
は
い
か

が
で
す
か
。
保
護
者
の
み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
29
日
㈯　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時

対
象　

小
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

１
月
15
日
㈯
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
８

　

２
０

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
バ
レ
ン

タ
イ
ン
チ
ョ
コ
作
り
」
を
開
催

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
、
か
わ
い
い
手
作
り
チ
ョ
コ
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

２
月
12
日
㈯　

午
前
10
時
〜

対
象　

小
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三

　

角
巾
又
は
バ
ン
ダ
ナ
、
タ
オ
ル

申
込　

１
月
29
日
㈯
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
８

　

２
０

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
を
開
催

　

優
雅
な
ダ
ン
ス
で
体
力
づ
く
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。
美

し
い
姿
勢
と
若
さ
を
維
持
で
き
ま

す
。
「
フ
ラ
」
を
楽
し
ん
で
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
27
日
か
ら
３
月
３
日

　

ま
で
の
毎
週
木
曜
日　

全
６
回

　

午
後
１
時
〜
２
時
15
分

会
場　

エ
コ
ー
ピ
ア

講
師　

マ
ハ
ロ
ハ 

フ
ラ 

講
師

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　

内
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル

申
込　

１
月
13
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

日
時　

２
月
５
日
㈯

　

受
付　

午
後
７
時
〜

　

開
始　

午
後
８
時
〜

会
場　

本
庄
ス
カ
イ
ボ
ー
ル

競
技
方
法　

個
人
戦
４
ゲ
ー
ム
ト
ー

　

タ
ル（
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
制
）

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
及
び
連
盟
会
員

定
員　

70
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

一
般　

２
、
０
０
０
円

　

小
・
中
学
生　

１
、
５
０
０
円

申
込　

１
月
29
日
㈯
ま
で
に
電
話

　

又
は
直
接
大
会
事
務
局
・
本
庄

　

ス
カ
イ
ボ
ー
ル
（
☎
�
２
３
２

　

６
）
へ

市
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ

ン
ス
講
習
会
を
開
催

日
時　

１
月
30
日
㈰

　

受
付　

午
後
１
時
〜

　

開
始　

午
後
１
時
30
分
〜

会
場　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

講
師　

牧
野　

正
江　

先
生
（
日

　

本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公
認

　

指
導
者
）

定
員　

50
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

無
料　

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　

内
用
運
動
靴

申
込　

１
月
24
日
㈪
ま
で
に
電
話

　

又
は
直
接
体
育
課
へ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
レ
ク
ダ
ン

　

ス
連
盟
・
織
茂
久
子
（
☎
�
６

　

１
６
３
）
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

第
40   
回
本
庄
市
長
杯
争
奪
市

民
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催

日
程　

２
月
６
日
か
ら
３
月
６
日

　

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

会
場　

小
山
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

競
技
方
法　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

参
加
資
格　

①
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
（
高
校
生
を
除
く
）
の
男
子
が

　

主
た
る
メ
ン
バ
ー
の
チ
ー
ム

②
市
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
連
盟
加
盟

　

チ
ー
ム

③
①
・
②
以
外
で
市
社
会
人
サ
ッ

　

カ
ー
連
盟
が
認
め
た
チ
ー
ム

※
審
判
資
格
者
を
１
人
以
上
有
す

る
チ
ー
ム
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

参
加
費　

　

連
盟
加
盟
チ
ー
ム　

無
料

　

一
般
チ
ー
ム　

５
、
０
０
０
円

＊
申
し
込
み
は
、
１
月
19
日
㈬
ま

　

で
に
電
話
又
は
電
子
メ
ー
ル
で

　

市
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
連
盟
事
務

　

局
・
新
井
（
☎
０
９
０
―
４
９

　

３
１
―
１
４
７
６
・　

norute-7

　

@
poem

.ocn.ne.jp

）
へ

☎0120-22-3752
思い出の街から
希望の街へ…夢運びます
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レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

教
室
を
開
催

日
時　

２
月
10
日
か
ら
24
日
ま
で 

　

の
毎
週
木
曜
日　

全
３
回　

午

　

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　

茂
木　

多
美
子　

先
生

　
（
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟

　

公
認
指
導
者
）

定
員　

30
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

無
料　

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　

内
用
運
動
靴

申
込　

１
月
31
日
㈪
ま
で
に
電
話

　

又
は
直
接
体
育
課
へ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
レ
ク
ダ
ン

　

ス
連
盟
・
織
茂
久
子
（
☎
�
６

　

１
６
３
）
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
ス
ポ
ー

ツ
教
室
（
指
導
方
法
と
ル
ー
ル

に
つ
い
て
）
を
開
催

日
時　

２
月
20
日
㈰　

午
後
１
時
〜

　

４
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館

講
師　

日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　

公
認
審
判
員

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　

で
中
学
生
以
上
の
人

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込　

１
月
14
日
㈮
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催

日
程　

２
月
13
日
㈰
・
20
日
㈰

会
場　

エ
コ
ー
ピ
ア

競
技
方
法　

代
表
者
会
議
で
決
定

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
者
、
卒
業
生
及
び
協
会
が

　

参
加
を
認
め
た
チ
ー
ム

参
加
費　

３
、
０
０
０
円
（
１
チ
ー

　

ム
）

申
込　

電
話
で
仮
申
し
込
み
を
行

　

い
、
代
表
者
会
議
の
際
に
参
加

　

費
を
添
え
て
正
式
に
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。（
代
表
者
会
議
に

　

つ
い
て
は
、
仮
申
し
込
み
時
に

　

連
絡
し
ま
す
。）

＊
仮
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

は
、
午
後
５
時
以
降
に
市
バ
ス

　

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
内
野（
☎

　

０
９
０
―
７
１
８
１
―
９
４
７

　

２
）
へ

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

中
央
公
民
館
☎
�
２
７
９
８

◆
２
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日
（
た

　

だ
し
、
11
日
㈷
は
開
放
を
お
休

　

み
し
ま
す
。
）

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、 

午
後

　

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
２

月
15
日
㈫
は
、
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
パ
ソ
コ
ン
相
談
日
と
し
て

指
導
員
も
常
駐
し
ま
す
。

本
庄
東
公
民
館
☎
�
３
４
０
４

◆
手
作
り
み
そ
教
室

　

国
産
大
豆
と
手
作
り
こ
う
じ
を

使
っ
て
無
添
加
の
み
そ
作
り
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。（
材
料
の
み
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。）

日
時　

１
月
26
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

中
澤　

弘
子　

先
生

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、２
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

１
月
12
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
キ
ム
チ
漬
け
教
室

　

本
場
韓
国
直
伝
の
白
菜
キ
ム
チ

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
23
日
㈬　

午
後
１
時
〜

　

３
時
30
分

講
師　

松
本　

重
子　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　

拭
き
、
薄
い
ゴ
ム
手
袋
、
筆
記

　

用
具

申
込　

１
月
14
日
㈮
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
内
）

　

☎
�
８
８
５
１

◆
月
釜
茶
会
（
江
戸
千
家
）

　

毎
月
第
２
日
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
（
た
だ
し
、
１
月
と
８

月
は
お
休
み
で
す
。
）
お
茶
の
雰

囲
気
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
13
日
㈰　

午
後
１
時
〜

　

４
時

費
用　

５
０
０
円
（
茶
・
菓
子
代
）
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本
庄
西
公
民
館
☎
�
８
７
８
６

◆
ま
ゆ
玉
人
形
・
干
支
作
り
教
室

　

干
支
（
卯う

）
を
ま
ゆ
玉
で
作
り

ま
す
。
簡
単
で
楽
し
く
ま
ゆ
玉
人

形
が
作
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
21
日
㈮　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

篠
原　

明
典　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

は
さ
み
、
カ
ッ
タ
ー
、
ボ

　

ン
ド

申
込　

１
月
13
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
南
公
民
館
☎
�
８
７
８
５

◆
初
心
者
陶
芸
教
室

　

成
人
向
け
の
人
気
の
高
い
陶
芸

教
室
で
す
。
手
作
り
の
楽
し
さ
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
初
心
者

対
象
の
楽
し
い
陶
芸
教
室
で
す
。

日
時　

１
月
25
日
か
ら
２
月
22
日

　

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
４
回

　
（
２
月
８
日
㈫
は
除
く
）　

午
前

　

10
時
〜　

正
午

講
師　

栗
林　

隆
博　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
筆

　

記
用
具

申
込　

１
月
18
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

藤
田
公
民
館
☎
�
２
３
３
２

◆
味
噌
作
り
教
室

　

地
場
産
大
豆
を
使
い
発
酵
か
ら

仕
込
み
ま
で
お
い
し
い
み
そ
を
作

り
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
第
１
回

日
時　

２
月
14
日
㈪　

午
後
１
時
〜

　

４
時
、
15
日
㈫　

午
前
10
時
〜

　

午
後
４
時
、
16
日
㈬　

午
前
９

　

時
〜
11
時

講
師　

早
野　

啓
子　

先
生
（
ふ

　

る
さ
と
の
味
伝
承
士
）

申
込　

１
月
14
日
㈮
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

○
第
２
回

日
時　

２
月
16
日
㈬　

午
後
１
時
〜

　

４
時
、
17
日
㈭　

午
前
10
時
〜

　

午
後
４
時
、
18
日
㈮　

午
前
９

　

時
〜
11
時

講
師　

加
藤　

ア
サ
子　

先
生
（
ふ

　

る
さ
と
の
味
伝
承
士
）

申
込　

１
月
25
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

《
第
１
・
２
回
共
通
》

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
漬

　

物
樽
（
５
Ｌ
サ
イ
ズ
）

旭
公
民
館　

☎
�
５
９
４
０

◆
七
宝
焼
き
教
室

　

七
宝
焼
き
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ペ

ン
ダ
ン
ト
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
26
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時

講
師　

旭
公
民
館
七
宝
焼
き
ク
ラ

　

ブ
の
み
な
さ
ん

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、１
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込　

１
月
13
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
実
用
書
道
教
室

　

の
し
袋
や
署
名
な
ど
を
毛
筆
で

書
け
る
よ
う
に
練
習
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

２
月
18
日
か
ら
３
月
18
日

　

ま
で
の
毎
週
金
曜
日　

全
５
回

　

午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

岩
上　

郁
子　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
資
料
・
材
料

　

費
）

用
意　

毛
筆
（
小
筆
）、
硯す

ず
り（
小
さ

　

い
も
の
で
よ
い
）、
墨
（
墨
液
可
）、

　

文
鎮
、
下
敷
き
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

　

ペ
ー
パ
ー

申
込　

１
月
24
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

仁
手
公
民
館
☎
�
３
５
３
８

◆
手
打
ち
う
ど
ん
作
り
教
室

　

昔
な
が
ら
の
素
朴
で
お
い
し
い

手
打
ち
う
ど
ん
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

２
月
８
日
㈫　

午
前
９
時

　

30
分
〜
正
午

講
師　

早
野　

啓
子　

先
生
（
ふ

　

る
さ
と
の
味
伝
承
士
）

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　

拭
き

申
込　

１
月
20
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ　
　

○藤田公民館クラブ活動発表会
日時　１月 22 日㈯・23 日㈰　午前９時～午後４時（23 日㈰は、午後３時まで）
展示発表　日本画、ちぎり絵、フラワーアレンジメント、着物リフォーム、トー
　ルペイント、クラフト作品、木目込み人形、書、ひょうたんアート、俳句、
　クラブ写真など
実演発表　キッズダンス（22 日㈯　午前 10 時 30 分～）、着物着付け（22 日㈯
　午前 11 時～）、トールペイント実演作品プレゼント（22 日㈯　午前 11 時 30
　分～・23 日㈰　午前 10 時 30 分～）、コーラスローズマリーによる合唱（22
　日㈯　午後２時～）、フォークソングクラブによる演奏（23 日㈰　午後１時～）
★藤田公民館☎�２３３２
○本庄公民館クラブ活動発表会
日時　２月５日㈯・６日㈰　午前９時～午後４時（６日㈰は午後３時まで）
展示発表　書道、編み物、水彩画、短歌、俳句、ちぎり絵、切り絵、紙粘土、
　七宝焼、木目込み人形、ひょうたんアート、絵手紙など
実演発表（６日㈰　正午～午後２時）
　民謡、民踊、詩舞、詩吟、筝曲、三味線、大正琴、オカリナ、ダンス、ハー
　モニカ、カラオケなど
★本庄公民館☎�７３８３

◆◆◆◆公民館クラブ活動発表会 ◆◆◆◆

味噌
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た
の
し
い
お
は
な
し
会

★
本
館

日
時　

１
月
８
日
㈯
・
22
日
㈯　

　

午
後
２
時
〜

会
場　

図
書
館
１
階
児
童
室

内
容　

う
さ
ぎ
を
テ
ー
マ
と
し
た

　

お
は
な
し

協
力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

　

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日
時　

１
月
８
日
㈯　

午
前
11
時
〜

　

11
時
30
分
〜

会
場　

親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内
容　

本
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

　
「
語
り
の
会
言こ

と
よ
り依
」
の
み
な
さ
ん

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

日
時　

１
月
15
日
㈯　

午
後
２
時
〜

内
容　

ア
ニ
メ
「
伊
豆
の
踊
子
・
野

　

菊
の
墓
」

会
場　

図
書
館
視
聴
覚
室

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

日
時　

１
月
６
日
㈭
・
２
月
３
日

　

㈭　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分　

会
場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

　

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

　

ら
べ
う
た
な
ど

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

★
今
月
の
一
般
図
書

林
芙
美
子
―
女
の
ひ
と
り
旅
―

　
　
　
　
　

角
田 

光
代 

ほ
か
著

百
歳
日
記　
　
　

ま
ど
み
ち
お 

著

日
本
経
済
が
手
に
と
る
よ
う
に
わ

　

か
る
本　
　
　

小
宮 

一
慶 

著

手
作
り
洗
剤
レ
シ
ピ　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

岩
尾 

明
子 

著

灰
色
の
虹　
　
　

貫
井 

徳
郎 

著

還
暦
探
偵　
　
　

藤
田 
宜
永 

著

坂
の
下
の
湖　
　

石
田 
衣
良 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

ザ
・
マ
マ
の
研
究

　
　
　
　
　
　

信
田 

さ
よ
子 

著

た
の
し
い
マ
ジ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

ゆ
う
き 

と
も 

著

北
泉
公
民
館
☎
�
２
４
８
４

◆
「
お
て
が
る
筆
ペ
ン
で
書
の
レ
ッ

ス
ン
」

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
の
文
字
か

ら
日
本
古
来
の
か
な
文
字
ま
で
、

か
ま
え
ず
、
と
ら
わ
れ
ず
楽
し
く

書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

１
月
24
日
㈪
・
31
日
㈪

　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
11
時
30

　

分
講
師　

渡
辺　

紀
子　

先
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円
（
筆
ペ
ン
、

　

手
本
、
練
習
帳
代
を
含
む
）

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

１
月
13
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
キ
ム
チ
漬
け
教
室

　

本
場
韓
国
直
伝
の
キ
ム
チ
の
も

と
を
手
作
り
し
て
、
安
全
で
お
い

し
い
キ
ム
チ
を
つ
く
り
ま
す
。
な

お
、
申
し
込
み
は
１
人
１
回
で
す
。

日
程　

２
月
２
日
㈬
、
９
日
㈬　

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講
師　

松
本　

重
子　

先
生

定
員　

各
25
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

薄
い
ゴ
ム
手
袋
、
エ
プ
ロ

　

ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

申
込　

１
月
19
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

イ
ト
ウ
く
ん　
　
　

三
木 

卓 

作

13
歳
の
シ
ー
ズ
ン

　
　
　
　
　

あ
さ
の 

あ
つ
こ 

著

そ
れ
ほ
ん
と
う
？

　
　
　
　
　
　
　

松
岡 

享
子 

文

チ
ー
ム
あ
か
り

　
　
　
　
　
　

吉
野 

万
里
子 

作

ア
デ
レ
ー
ド

　
　

ト
ミ
ー
・
ウ
ン
ゲ
ラ
ー 

作

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

★
今
月
の
一
般
図
書

月
曜
日
の
朝
へ

　
　
　
　
　

朝
比
奈 

あ
す
か 

著

流
跡　
　
　
　

朝
吹 

真
理
子 

著

遠
い
足
の
話

　
　
　
　
　

い
し
い 

し
ん
じ 

著

暮
ら
し
の
な
か
の
左
右
学

　
　
　
　
　
　
　

小
沢 

康
甫 

著

頭
が
よ
く
な
る
速
読
術

　
　
　
　
　
　
　

栗
田 

昌
裕 

著

わ
た
し
の
和
探
し
手
帖

　
　
　
　
　
　
　

岸
本 

葉
子 

著

Ｓ
Ｐ
の
お
仕
事

　
　
　
　
　
　

チ
ー
ム
Ｓ
Ｐ 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

七
ふ
く
じ
ん
と
お
し
ょ
う
が
つ

　
　
　
　
　
　

山
末 

や
す
え 

作

ど
ろ
ん
こ
の
お
と
も
だ
ち

　

バ
ー
バ
ラ
・
マ
ク
リ
ン
ト
ッ
ク 

作

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん

　

の
家
に
い
く
と
き
は

　
　
　

ア
ン
・
ボ
ー
ウ
ェ
ン 

作

ね
な
い
こ
テ
ィ
ッ
プ

　
　
　

ポ
リ
ー
・
ダ
ン
バ
ー 

作

宇
宙
に
果
て
は
あ
る
の
？

　
　
　
　
　
　
　

池
内 

了 

監
修

小
さ
な
い
の
ち
―
ま
ほ
う
を
か
け

　

ら
れ
た
犬
た
ち
―

　
　
　
　
　
　
　

今
西 

乃
子 

文

み
か
ん
の
ひ
み
つ

　
　
　
　
　
　

鈴
木 

伸
一 

監
修

　ストーリーテリングは、話を覚えて語
るものです。子どもから大人まで、語
る人も聞く人も楽しむことができる「お
はなし」について学んでみませんか。
日時　２月12日㈯　午後１時～
会場　セルディ２階会議室
定員　30人（先着順）
講師　佐藤　涼子　先生（子ども読書の
　コーディネーター・ストーリーテラー）
申込　１月12日㈬から電話又は直接図書
　館児玉分館（☎�１７８３）へ

本　　館☎�３７４６
児玉分館☎�１７８３

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休館日／毎週月曜日
　　　　10日㈷（祝日休館日）
　　　　11日㈫（振替休館日）
　　　　２月１日㈫（館内整理日）
ホームページアドレス

http://www.lib.honjo.saitama.jp/

続 塙 保己一とともに
　  堺 正一 著

図書館ボランティア講座（第1回）
「ストーリーテリング入門
　　～お話しの世界を楽しもう～」



　

日　程
前原つどいの広場

｢水曜ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
「ひよっこ」

午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
「水曜ワクワクタイム」

午前10時～11時
１月５日㈬ 本庄子育てネットの｢ママサロン｣ 誕生会と折り紙遊び
１月12日㈬ 小関先生の ｢絵本と工作｣ たこを作ろう 大型絵本
１月19日㈬ リトミック（講師：小川豊子先生） ミニマラソン大会 親子体操（講師：立石明子先生）
１月26日㈬ 誕生会と節分製作 鬼のお面を作ろう 小関先生の ｢お話の玉手箱｣
２月２日㈬ おひな様製作 本庄子育てネットの｢ママサロン｣ 誕生会とパネルシアター
２月９日㈬ 小関先生の ｢絵本と工作｣ 折り紙で遊ぼう 新聞紙であそぼう

日　程 内　容 会　場
１月17日㈪ 昔あそび 日の出児童センター
１月24日㈪ 昔あそび 児玉つどいの広場
２月４日㈮ わらべうた 前原児童センター

　天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。
日　程 時　間 回 収 場 所 等 問 い 合 わ せ 先

１月16日㈰
午前９時～11時 市役所

回収品目：古紙類・缶類 ハートtoハート　☎�９３００午後１時～３時 市民プラザ

２月６日㈰ 午前９時～11時 総合支所

１月19日㈬ 随時受付 就労継続支援 B 型事業所「佐久間さんち」
（本庄高校北側）

ポノポノ　　　　☎�２１９５
（旧みどり作業所）　　
佐久間さんち　　☎�９３００

｢つどいの広場｣及び｢子育て
サロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児
玉つどいの広場」は前原児
童センター）へ
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　使い切らずにガスが残っているライターを収集場所へ出してしまうと、ごみ収集時に車両火災等の事故を起こ
すことがあります。車両火災事故が起こると、危険なだけでなくその後のごみ収集が遅れるなど、みなさんに多
大な迷惑をかけてしまいます。ライターを捨てる時は、火の気のない風通しの良いところで次のように行ってく
ださい。
　①操作レバーを押し下げる
　②輪ゴムやガムテープでレバーを固定する
　③「シュー」という音がしなくなるまでガスを抜く
　④念のため着火操作をして、火がつかないか確認する
　⑤不燃ごみとして処分する
※ごみの排出について分別収集ルールの再確認と、ご協力をよろしくお願いします。

　11月の本庄市内における回収量は、以下のとおりです。
　ご協力ありがとうございます。（合計29,904㎏）
○生きびん　　3,471㎏　○その他のびん　13,510㎏　○飲料用缶　5,390㎏
○その他の缶　1,167㎏　○ペットボトル　  6,366㎏

★前原児童センター☎�９８２０

★日の出児童センター☎�０４２０子育て支援のお知らせ（１月〜２月上旬）

　乳幼児の親子が交流する場を開催しています。また、下表の日程で、親子でふれ
あうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前の申し込みは不
要です。
日時　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後２時（祝日を除く）
場所　前原児童センター・日の出児童センター・総合支所第２庁舎３階子育て支援室

「つどいの広場」

子育てサロン「ゆうゆう｣ のご案内
※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

資源ごみ回収量の報告

環境推進課 ☎�1172

産業建設課 ☎�1331(内線224）

時間　午前10時～11時30分
協力　子育て応援団「本庄びすけっと」
　　　のみなさん
※お気軽にお越しください。事前の申
し込みは不要です。

集団資源回収予定表

～ライターは正しく捨てましょう！～

②レバーを固定



県民相談 会場　埼玉県北部地域振興センター
　　　（熊谷地方庁舎１階）

相 談 名 相 談 日 時 な ど 問 い 合 わ せ

県 民
（行政・法律・
心配ごと相談）

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～正午、午後１時～４時
相談員＝県民相談員 北 部 地 域 振 興

センター
☎０４８−５２
２−６５０６

法 律
※予約制

毎月第１・３・４水曜日（祝日
の場合は翌日に振替）
午後１時～４時
相談員＝弁護士

交通事故

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～正午、午後１時～４時
※相談受付は午後３時30分まで
相談員＝交通事故相談員

北 部 地 域 振 興
センター
☎０４８−５２
１−７３００

市民相談 ( １月～２月 )　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ

行 政 １月20日㈭　午後１時〜４時

市役所１階 市民相談室 
市民課☎�１１１２

法 律
※予約制

１月12日㈬・19日㈬・26日㈬　午後１時〜４時
※１月の相談予約は、12月20日㈪に電話受付開始
※２月の相談予約は、１月20日㈭から電話受付開始

司法書士に
よ る 相 談

２月23日㈬
午後１時〜４時　定員＝６人(先着順)

労働法律
※予約制

２月９日㈬　午後１時〜４時　定員＝6人(先着順)
相談員＝弁護士　※１月20日㈭から電話受付開始

不 動 産
※予約制

２月２日㈬　午後１時〜4時　定員＝6人(先着順)
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員
※１月20日㈭から電話受付開始 

年 金
※予約優先

１月13日㈭・２月10日㈭　午後１時〜4時
相談員＝社会保険労務士　※随時、電話受付

税 務
※予約優先

１月11日㈫・２月８日㈫　午後１時〜４時
相談員＝税理士　※随時、電話受付

消費生活

毎週月・木曜日（祝日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分 商工課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（祝日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
１月11日㈫・２月８日㈫　午前10時〜正午、午後１時〜３時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎�１１５９
１月25日㈫　午前10時〜正午、午後１時〜３時 市役所１階 市民相談室

家庭児童
毎週月〜金曜日(祝日を除く)　午前９時〜午後４時 市役所１階 児童相談室

子育て支援課☎�１１２９毎週月〜金曜日(祝日を除く)　午前９時〜午後４時
※予約制（随時、電話受付） 児玉保健センター

教 育
（不登校等） 毎週月〜金曜日(祝日を除く)　午前９時30分〜午後３時

ふれあい教室
（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日(祝日を除く)電話相談：午後１時30分〜５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員(臨床心理士)
☎�７３３７

心配ごと

毎週月曜日（祝日を除く） 午後１時〜４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ 市民プラザ 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５

１月17日㈪・２月７日㈪　午後１時〜４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結 婚 毎週水曜日（祝日を除く） 午後１時〜４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ 市民プラザ 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５
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障害者生活支援センター『さわやか』
☎� 5620　　FAX � 5640

●同じ障害がある人による相談
　①肢体不自由の人　随時受付
　②視覚障害のある人　事前受付
　③聴覚障害のある人
　　１月12日㈬　午後１時30分～３時30分
　※③は、児玉隣保館で実施。
●理学療法士による相談（身体障害のある人）
　　１月15日㈯　午後１時～３時
　※勤労青少年ホームで実施。
●絵手紙教室（身体障害のある人・その家族）
　　１月22日㈯　午前９時30分～11時30分
　※勤労青少年ホームで実施。
●ボッチャ練習会（身体障害のある人・その家族）
　　１月26日㈬　午後１時30分～３時30分
　※エコーピアで実施。
●もの作りクラブ（身体障害のある人・その家族）
　　１月28日㈮　午後１時30分～３時30分
　※勤労青少年ホームで実施。
●パソコン教室（身体障害のある人）
　　毎週木曜日　午後１時30分～３時30分



内　容 対象となる人 日　時 その他
すくすく相談
( 育児 ･ 栄養相談、計測 ) 相談・計測希望の人 １月20日㈭

午前９時30分～11時
定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

母乳相談 母乳のことで相談がある人 ２月25日㈮
午前９時30分～11時

定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

カンガルー広場
( 情報交換 ･ 友達づくりの場 ) ０～２歳児とその保護者 １月17日㈪

午前９時30分～正午 おやつの持ち込みはできません。

おや親タマゴ

マタニティ
エクササイズ

 これからママになる人
会場：本庄市保健センター

２月９日㈬
午前10時～正午

先着 20 人。事前に電話予約してく
ださい。

母乳・沐
もく

浴 これからママ・パパになる人 １月15日㈯
午前９時30分～正午

先着 20 組。事前に電話予約してく
ださい。

内　容 対象となる人（お住まいの地域） 日　程 会　場

★３～４か月児健康診査
平成22年９月生まれ（本庄地域） １月26日㈬ 本庄市保健センター

平成22年８月～９月生まれ（児玉地域） １月20日㈭ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

☆９～１0か月児健康相談 平成22年３月生まれ（市内全域） １月26日㈬ 本庄市保健センター

★１歳６か月児健康診査
平成21年６月生まれ（本庄地域） １月24日㈪ 本庄市保健センター

平成21年５月～６月生まれ（児玉地域） １月19日㈬ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

☆２歳児健康相談 平成20年12月生まれ（市内全域） １月25日㈫ 本庄市保健センター

★３歳児健康診査
平成19年12月生まれ（本庄地域） １月25日㈫ 本庄市保健センター

平成19年11月～12月生まれ（児玉地域） １月18日㈫ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

内　容 対象となる人 日　時 用　意

親子ふれあい体操

１～１歳４か月
児とその保護者

２月２日㈬　午前10時～正午 運動のできる服装、飲み物、
タオル

心やことばの育ちについて ２月９日㈬　午前10時～正午 

からだの発達について ２月17日㈭　午前10時～正午 
こどもの成長に欠かせない食事とは

（調理実習あり） ２月24日㈭　午前10時～正午 エプロン、三角巾、おんぶ
ひも

●育児相談・学級
【会場】児玉保健センター

※電話による育児相談は随時受け付けています。各相談・教室の予約は、本庄市保健センター（☎�２００３）へ。

●乳幼児健康診査・健康相談
【受付時間】☆印…午前９時30分～10時、★印…午後１時～１時30分

※対象者には通知します。

◆コアラクラスのお知らせ
【会場】児玉保健センター

※先着15組、１回ごとの参加もできます。予約は、１月17日㈪から電話で本庄市保健センター（☎�２００３）へ。
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骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
お
し
ら
せ

　

超
音
波
に
よ
る
か
か
と
の
骨
密

度
を
測
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
結
果
説
明
及
び

必
要
な
人
に
対
し
て
医
師
の
指
導

を
行
い
ま
す
。

①
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

日
程　

２
月
15
日
㈫
〜
17
日
㈭

②
児
玉
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

日
程　

２
月
14
日
㈪

《
①
②
共
通
》

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

対
象　

30
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
市

　

内
在
住
の
女
性

定
員　

各
日
90
人
（
先
着
順
）

料
金　

無
料

※
申
し
込
み
は
、
１
月
21
日
㈮
か

ら
電
話
又
は
直
接
窓
口
へ
（
両
会

場
ど
ち
ら
で
も
受
け
付
け
し
ま

す
。）

『平成 22 年度健康カレンダー』もご覧ください。（お持ちでない人は保健センターまで）

★本庄市保健センター☎�２００３
　児玉保健センター　☎�５５４０
※児玉保健センターは不在の場合もあります。
事前に電話でお問い合わせください。※各保健センターへのお問い合わせは午前８時30分からです。

みんなのけんこうガイド



１月９日㈰ 昭 和 産 婦 人 科 駅 南 １ 丁 目 ☎�２０２５

１月10日㈷ 高 山 整 形 外 科 見 福 ２ 丁 目 ☎�３２４５

１月16日㈰ 田 所 医 院 けや木１丁目 ☎�３４４５

１月23日㈰ 辻 ク リ ニ ッ ク 上里町七本木 ☎�１１１６

１月30日㈰ 寺 坂 医 院 西 富 田 ☎�３３４３

２月６日㈰ 中 沢 皮 膚 科 東 台 ２ 丁 目 ☎�１１１２
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１
．
め
ま
い

　

頭
の
位
置
に
よ
っ
て
起
こ
る
良

性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
と
、
脳
血

管
障
害
（
脳
梗
塞
や
椎
骨
脳
底
動

脈
循
環
不
全
）
の
原
因
が
多
く
、

内
耳
障
害
に
よ
る
め
ま
い
（
メ
ニ

エ
ー
ル
病
、
前
庭
神
経
炎
）
の
割

合
は
少
な
く
な
る
。

２
．
慢
性
中
耳
炎

　

子
ど
も
の
時
か
ら
あ
り
、
両
側

の
場
合
、
難
聴
の
た
め
補
聴
器
が

必
要
。
ま
た
耳
漏
は
、
感
染
を
繰

り
返
し
、
薬
剤
耐
性
菌
感
染
の
た

め
長
期
の
治
療
が
必
要
で
、
耳
周

囲
の
骨
に
感
染
す
る
合
併
症
（
錐

体
尖
炎
、
乳
様
突
起
炎
）
を
起
こ

す
こ
と
も
あ
る
。

３
．
耳
鳴

　

年
と
と
も
に
老
人
性
難
聴
が
進

み
、
そ
れ
に
よ
り
耳
鳴
が
生
じ
、

内
耳
障
害
で
は
耳
で
鳴
り
、
脳
内

の
聴
覚
経
路
の
障
害
で
は
頭
で
鳴

る
。
と
も
に
治
り
に
く
い
。

《
治
療
法
》

ａ
薬
剤
治
療
―
精
神
安
定
剤
、
抗

　

不
安
剤
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
、
血
管

　

拡
張
剤
、
代
謝
改
善
剤

ｂ
局
部
麻
酔
剤
の
動
脈
内
投
与（
キ

　

シ
ロ
カ
イ
ン
）

ｃ
鼓
室
内
（
鼓
膜
内
）
へ
の
薬
物

　

投
与
―
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
、
副
腎

　

皮
質
ホ
ル
モ
ン

ｄ
マ
ス
カ
ー
療
法
―
補
聴
器
の
形

　

の
専
用
具
の
イ
ヤ
ホ
ー
ン
を
耳

　

に
付
け
、
耳
鳴
の
周
波
数
に
近

　

い
心
地
よ
い
音
を
聞
か
せ
る
と

　

耳
鳴
を
打
ち
消
す
。
ま
た
、
イ

　

ヤ
ホ
ー
ン
で
ラ
ジ
オ
の
音
楽
を

　

聞
い
て
も
よ
い
。

ｅ
心
理
療
法

４
．
慢
性
副
鼻
腔
炎

　

長
く
続
く
の
ど
に
ま
つ
わ
る
後

鼻
漏
の
た
め
、
副
鼻
腔
気
管
支
炎

を
起
こ
し
咳
と
痰
の
原
因
と
な
り
、

ま
た
、
後
鼻
漏
の
誤
嚥
か
ら
嚥
下

性
肺
炎
を
起
こ
す
危
険
が
あ
る
。

治
療
は
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
抗
生
物

質
の
少
量
長
期
服
用
と
、
と
き
に

鼻
内
内
視
鏡
手
術
。

５
．
鼻
出
血

　

鼻
の
真
ん
中
の
前
壁（
鼻
中
隔
）

は
、
血
管
が
網
の
目
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
の

出
血
が
多
い
が
、色
々
の
病
気（
高

血
圧
、
心
臓
病
、
肝
疾
患
、
糖
尿

病
）
と
抗
凝
固
剤
（
ワ
ー
フ
ァ
リ

ン
）
服
用
者
は
鼻
粘
膜
及
び
血
管

が
も
ろ
く
な
り
、
鼻
腔
深
部
上
後

部
、
下
鼻
道
側
壁
か
ら
大
量
の
鼻

出
血
が
起
こ
り
、
鼻
腔
内
に
止
血

ガ
ー
ゼ
を
つ
め
、
鼻
の
後
部
に
血

液
が
口
に
回
ら
な
い
よ
う
に
止
血

バ
ル
ー
ン
（
風
船
）
を
入
れ
る
た

め
、
入
院
が
必
要
の
こ
と
が
あ
る
。

６
．
嗅
覚
障
害

　

加
齢
に
よ
り
嗅
覚
機
能
は
低
下

す
る
が
、
近
年
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
（
不
随
意
運
動
）、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
（
認
知
症
）
の
初
期
に
嗅

覚
障
害
が
生
じ
る
。

７
．
嗄
声
（
声
が
れ
）

　

老
化
で
声
帯
の
委
縮
、
発
声
時

の
声
帯
の
閉
鎖
不
全
、
肺
活
量
の

減
少
で
声
が
れ
が
起
こ
る
が
、
特

に
喉
頭
が
ん
、
甲
状
腺
が
ん
、
肺

が
ん
、
大
動
脈
瘤
、
声
帯
ポ
リ
ー

プ
、
脳
血
管
障
害
で
も
起
こ
る
。

８
．
味
覚
障
害

　

最
近
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の

味
覚
障
害
の
原
因
の
34
％
が
、
薬

剤
性
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
る
。

薬
剤
が
亜
鉛
の
吸
収
を
阻
害
し
て

い
る
の
で
、
内
服
中
は
亜
鉛
製
剤

か
亜
鉛
を
多
く
含
ん
だ
食
物
を
取

る
必
要
が
あ
る
。

９
．
補
聴
器

　

よ
く
孫
、
子
ど
も
よ
り
耳
が
遠

く
な
っ
た
ね
と
言
わ
れ
た
ら
正
常

よ
り
30
％
ぐ
ら
い
難
聴
に
な
っ
て

お
り
、
40
％
悪
く
な
る
と
小
さ
い

声
は
聞
こ
え
な
い
の
で
補
聴
器
を

付
け
る
か
大
声
で
話
し
て
も
ら
う
。

50
％
難
聴
に
な
っ
た
ら
補
聴
器
を

付
け
な
い
と
普
通
会
話
は
で
き
な

い
。

　

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
難
聴
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
の
み

な
ら
ず
社
会
的
孤
立
を
招
き
、
老

人
性
う
つ
や
認
知
症
の
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
補
聴
器
購
入
は
、

耳
鼻
咽
喉
科
医
と
補
聴
器
販
売
店

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　( 本庄市保健センター内☎�３３２２)
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～ 10 時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。

●在宅当番医療機関
　　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありますので、確認
　してからお出かけください。

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時に
ご 利 用 く だ さ い 。 県 内 で あ れ ば 、
プッシュ回線の電話や携帯電話から
「#8000」を押すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～11時
・日曜日、祝日、年末年始 午前９時～
　午後11時

★119番は、緊急時（火災やけが
人など）の受付専用電話番号で
す。夜間など、時間外に診療可能
な病院については、児玉郡市広域
消防本部指令課（☎�1119）で
ご案内していますので、ご利用く
ださい。ただし、診療科目によっ
ては、県外や児玉郡市以外の病院
をご案内する場合もあります。

『平成 22 年度健康カレンダー』もご覧ください。（お持ちでない人は保健センターまで）

休 日 急 患 の 診 療

医 療 メ モ
本 庄 市 児 玉 郡 医 師 会 広 報 部 高齢者耳鼻咽喉科疾患の特徴
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　「だいすき！本庄」をテーマにした「第
２回まちなか美術館」。全 344 点の応募
作品がＪＲ本庄駅自由通路に展示されて
います。
　そのうち７点の入賞作品は、大きく引
き伸ばされて看板として展示され、北口
階段でみなさんを迎えてくれます。

　12 月 14 日、北泉小学校に女子バレーボー
ル日本代表として活躍した江藤直美さんが来
校、子どもたちに「スポーツのすばらしさ」を
教える講話とバレーボール教室を行いました。　

　

12
月
４
日
、
前
原
・
日
の
出
の
両
児
童

セ
ン
タ
ー
で
、「
も
ち
つ
き
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
昔
な
が

ら
の
も
ち
つ
き
を
体
験
、
つ
き
た
て
の
お

餅
も
味
わ
え
て
大
満
足
で
し
た
。

　11 月 28 日、羽生水郷公園
（羽生市）で開催された『ゆ
るキャラ ® さみっと in 羽生』
に「はにぽん」も出席。来
場者から声援を送られたり、
写真撮影を頼まれたりと大
人気でした。
　次は、どのイベントでみ
んなを笑顔にしてくれるの
でしょうか。

▲本庄市のブース前で記念撮
　影を頼まれる「はにぽん」

▲壇上で声援にこたえる「はにぽん」

▲力いっぱい「それっ！」

休日急患診療のご案内は19ページをご覧ください。

■
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あこがれの歌手と共演する本庄市児玉郡合唱連盟のみなさん12011 N
o

.60


